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▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
12
月
定

例
会
が
終
わ
り
、
初
当
選

か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
年
も
気

持
ち
を
新
た
に
議
員
活
動

し
て
参
り
ま
す
。

▼
昨
年
は
ス
ポ
ー
ツ
に
お

い
て
岩
手
の
若
い
世
代
の

活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
リ
ー
グ
の
大
谷
選
手
、

プ
ロ
野
球
の
菊
池
選
手
、

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
小
林

選
手
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の

岩
渕
選
手
な
ど
大
活
躍
で

し
た
。

▼
一
戸
町
の
若
い
世
代
も

「
な
ぎ
な
た
の
町
一
戸
」

の
名
に
恥
じ
な
い
立
派
な

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。

▼
寒
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ

よ
う
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会  

     

委
員　

小
野
寺  

美
登
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ごしょどん

ぼくをさがしてね

議会だよりクイズ

ごしょどん をさがせ！

　議会だよりの中にいる「ごしょどん」をさがして
ね。いくついるかな？（イラストのほかに写真の中

にもいるよ。）

　正解者の中から抽選で２人に「いちのへ商品券」

1,000 円分をプレゼントします。

【応募方法】

　ハガキに答え、住所、氏名、年齢を記入のうえ、

右記まで応募してください。ただし、お一人様１通

の応募に限らせていただきます。また、議会だより

に対するご意見、ご感想などがありましたらあわせ

てご記入ください。

【応募先】

　〒 028-5311

　一戸町高善寺字大川鉢 24-9

　　一戸町議会事務局　クイズ係

【締め切り】　２月 28 日（木）消印有効

【当選者発表】

　次回号（４月下旬発行予定）で発表します。

【前回の答】　　２３

【前回の当選者】

　早坂様、日影舘様です。

　おめでとうございます。

ごしょどん スキーに挑戦！

一戸小・奥中山小のチャレンジクラブ
（アルペン・クロカン）の子どもたち

次はスノーボードに挑戦するよ！
皆さんも、チャレンジの１年に
なりますように・・・。

今年もどうぞよろしくお願い致します。
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一
戸
中
学
校

　

一
戸
中
学
校
で
は
、
地

域
で
働
く
人
々
と
の
関
わ

り
や
地
域
の
歴
史
的
事

業
・
文
化
・
芸
能
・
福
祉
・

環
境
な
ど
の
関
わ
り
か
ら

自
分
自
身
の
生
き
方
を
見

つ
め
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

目
標
に
、
い
ち
の
へ
縄
文

学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
１

年
生
は
「
郷
土
か
ら
学

ぶ
」、
２
年
生
は
「
共
に

生
き
る
」、
３
年
生
は
「
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
一
戸
町
に

伝
わ
る
伝
統
工
芸
（
竹
細

工
、
裂
き
織
、
木
細
工
、

樹
皮
細
工
）
体
験
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３

年
生
は
修
学
旅
行
で
一
戸

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て

「
学
生
朝
市
」
を
宿
泊
先

中山の園との交流事業

奥
中
山
中
学
校

　

奥
中
山
中
学
校
は
長
年

に
わ
た
り
、
中
山
の
園

「
や
ま
ゆ
り
」
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年

生
は
施
設
内
の
見
学
、
２

年
生
は
利
用
者
の
方
々
と

の
散
策
、
レ
ク
の
介
助
、

３
年
生
は
、
自
分
た
ち
で

考
え
た
出
し
物
を
披
露
す

る
活
動
を
行
ま
し
た
。
ま

と
温
か
く
か
か
わ
る
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
ま
さ
に
縄

文
の
人
々
が
大
切
に
し
て

き
た
と
思
わ
れ
る
「
結
い

の
心
」
を
は
ぐ
く
む
実
践

だ
と
思
い
ま
す
。

の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、

よ
り
一
戸
町
や
御
所
野
遺

跡
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中山の園「やまゆり」との交流事業

「東京ベイ舞浜ホテル」学生朝市でのＰＲ活動

１年生の伝統工芸体験（竹細工）

た
、
体
育
祭
や
文
化
祭
を

通
し
て
、
盛
岡
み
た
け
支

援
学
校
奥
中
山
校
と
の
交

流
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
太
子
堂

祭
り
や
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー

ズ
、
ス
キ
ー
大
会
の
補
助

員
を
通
し
て
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
も
大
切
に

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

奥
中
山
に
暮
ら
す
人
間

と
し
て
、
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
も
っ
て
、
他
者

We love Ichinohe.特集
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緊張の中、平泉町でのＰＲ活動スタート

最後は黒山の人だかりに

　
10
月
10
日
に
、
６
年
生

９
人
は
社
会
科
見
学
で
世

界
遺
産
で
あ
る
平
泉
町
の

中
尊
寺
を
訪
問
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
次
は
御
所

野
遺
跡
が
世
界
遺
産
登
録

に
な
る
よ
う
に
と
、「
い

ち
の
へ
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大

使
」
の
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
中
尊
寺
月
見
坂
入
り
口

で
一
戸
町
や
御
所
野
遺
跡

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
６

小
鳥
谷
小
学
校

年
生
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｐ
Ｒ
紙
を
配
布
し
ま
し

た
。
最
初
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
徐
々
に
説
明
も
う

ま
く
な
り
、
持
参
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
べ
て
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
後
日
、
そ
の
時
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た

方
か
ら
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。

「
先
日
、
岩
手
県
平
泉
町

で
貴
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
手
作
り
の
資
料
を
配
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
と
て

も
立
派
な
内
容
で
、
２
時

間
も
か
け
て
学
校
か
ら
平

泉
ま
で
来
て
、
観
光
客
に

訴
え
て
い
る
姿
に
感
激
い

た
し
ま
し
た
。（
中
略
）

貴
校
の
児
童
の
態
度
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。」

　
手
紙
を
い
た
だ
き
、
６

年
生
の
真
摯
な
姿
が
多
く

の
人
の
心
に
響
き
、
一
戸

町
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介

で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

特集

学ぼうよ!  みんなの誇り 縄文を

 

　
今
年
度
は
町
内
の
各
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
町
の
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
任
命
さ
れ
、
町

内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
い
ち
の
へ
御
所
野
縄
文
学
」
と
し

て
、
様
々
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
御
所
野
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
前
回
に
引
き
続
き
紹
介
し
ま
す
。

We love Ichinohe.特集
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メッセージ　～世界遺産に向けて～
　平成 30 年７月 19 日、私たちの地域の宝である御所野遺
跡が世界遺産国内候補に選ばれました。
　地域の宝から世界の宝へ、わたしたちの想いが一歩踏み
出しました。

　わたしたちが住むカシオペア地域には、縄文人が大切に
した想いが今なお、脈々と受け継がれています。

　それは、みんなが争いなく、平和に暮らしてきたこと、
自然の恵みから深い知恵や技術を生んできたこと、生活に
根ざした豊かな文化を創り上げてきたことです。

　わたしたちは誇りを持ち、地域の宝物である御所野遺跡
を、カシオペア地域の文化を育て、未来へ受け継ぐことを
誓い、世界遺産登録に取り組んでいくことをここに宣言し
ます。

１　わたしたちは、地域の宝物を知るために学び続けます。
１　誇れる地域の宝物をたくさんの人に伝え、魅力を発信
　していきます。
１　地域の宝物を、みんなで協力して受け継いでいきます。
１　地域や人とのつながり、絆を大切にします。
１　自分の力を信じて誇りある地域を創り上げます。

　地域の力を合わせて地域の宝を世界の宝に育て、カシオ
ペア地域の未来を創っていきましょう。

縄
文
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

御
所
野
縄
文
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

の
一
環
と
し
て
、
11
月
17

日
に
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
縄
文

か
ら
続
く
カ
シ
オ
ペ
ア
の

伝
統
文
化
」
が
二
戸
市
民

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
一
戸
高
等
学

校
華
一
同
好
会
に
よ
る
御

所
野
遺
跡
と
縄
文
文
化
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
創
作
ダ
ン

ス
「
華
一
」
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
准
教
授
の
工
藤
雄

一
郎
氏
よ
り
「
縄
文
時
代

の
植
物
利
用
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、「
縄
文

と
二
戸
地
方
の
植
物
利

用
」
に
関
す
る
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

根
反
鹿
踊
り
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
後
、
一
戸
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
と
一
戸

中
学
校
金
管
バ
ン
ド
Ｏ

英
語
ガ
イ
ド
講
座

　

御
所
野
遺
跡
の
世
界
遺

産
登
録
を
目
前
に
控
え
、

海
外
か
ら
訪
れ
る
お
客
様

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
英

語
ガ
イ
ド
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
座
は
全
部
で
４
回
行

い
、
一
戸
町
や
二
戸
市
か

ら
、
英
語
が
得
意
な
人
や

好
き
な
人
、
御
所
野
遺
跡

に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
が

毎
回
10
名
近
く
参
加
し
ま

し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
御
所

野
遺
跡
を
支
え
る
会
」
会

員
の
徳
永
映
子
さ
ん
と
、

一
戸
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
方
々

で
す
。
第
１
回
目
は
、
デ

レ
ッ
ク
さ
ん
と
ダ
コ
タ
さ

ん
、
第
２
回
目
以
降
は
、

デ
ィ
ミ
ト
リ
ー
さ
ん
と
ア

リ
ビ
ア
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
自
己
紹
介
→

英
文
テ
キ
ス
ト
読
み
合
わ

せ
→
テ
キ
ス
ト
を
基
に
公

園
を
歩
く
→
感
想
発
表
の

順
に
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
々
は
非
常

に
御
所
野
遺
跡
へ
の
関
心

が
深
く
、
英
語
ガ
イ
ド
の

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
御
所

野
遺
跡
や
縄
文
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
質
問
、
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
の
中
に
は
一

戸
中
学
校
、
一
戸
高
等
学

校
の
生
徒
さ
ん
も
含
ま

れ
、
英
語
の
勉
強
に
な

る
、
と
熱
心
に
テ
キ
ス
ト

を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
講
座
を
続
け

ま
す
が
、
初
め
て
御
所
野

遺
跡
に
訪
れ
た
人
で
も
受

講
し
や
す
い
よ
う
、
希
望

者
に
は
一
通
り
日
本
語
で

御
所
野
遺
跡
の
説
明
を
聞

い
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

英
語
ガ
イ
ド
の
方
へ
参
加

し
て
い
た
だ
く
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

英語ガイド講座の様子

一戸小学校金管バンドと金管バンドＯＢ・ＯＧ部員との
合同演奏

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
部
員
が
合
同

で
、
御
所
野
遺
跡
を
テ
ー

マ
に
縄
文
人
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
作
り
上

げ
た
「
ワ
ー
ル
ド
・
ヘ
リ

テ
ー
ジ
～
縄
文
の
風
～
」

を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
戸
南
小
学
校

御
所
野
愛
護
少
年
団
が
世

界
遺
産
登
録
推
進
宣
言
を

し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
一
戸

町
混
声
合
唱
団
ま
べ
ち

に
よ
る
「
御
所

野
縄
文
公
園
賛

歌
」
で
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

世界遺産登録推進宣言をする御所野愛護少年団

御所野縄文博物館では町民の皆さんに縄文について知っても
らおうと専門家を招いて講演会を開催してきました。
　書籍『世界から見た北の縄文』はその中でも「世界」をテー
マにした講演の内容をまとめ、全国に御所野遺跡のことを知っ
ていただくために刊行したものです。
　世界の人は縄文をどのように見ているのか、世界のほかの
地域から見て縄文時代に争いは多かったのか少なかったの
か、世界遺産は今どうなっているのか、など縄文時代をわか
りやすく紹介しています。
　全国の書店で発売しているほか、図書館でも閲覧可能です。
　ぜひご一読ください。

縄文をもっと知ろう！

世界遺産登録推進宣言

御所野縄文博物館学芸員の
後藤宗一郎です。私も編集
に参加しました。ぜひ、読
んでみてください。

御所野縄文博物館学芸員の
鈴木雪野です。お気軽にご
参加ください。

There used to be a village here about 4000year ago,
during Jomon period.
　（約4000年前、縄文時代に、ここにはムラがありました。）

We love GoshonoJomonPark. 特集Let’s study Jomon culture.特集
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１４億円

７２００万円

  ４５００万円

１０４０万円

７００万円

１５５万円

１２６万円

１３７万円

１１５万円

１１４万円

▲２０３万円

公共土木施設災害復旧工事費

農地・農業用施設災害復旧工事費

障害者自立支援給付費

障害児給付費

農道等補修機械借上料

障害者移動支援事業費補助金

放課後子ども教室推進事業講師謝礼

重度心身障害者医療費給付費

ひとり親家庭医療費給付費

児童生徒等医療費給付費

障害者訪問入浴サービス事業費補助金

一般会計補正予算（第６号）の主な事業

問　

観
光
施
設
概
要
は

　

新
た
な
観
光
施
設
整
備

用
地
と
し
て
東
京
電
波
㈱

一
戸
工
場
跡
地
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

施
設
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
す
か
。

答　

今
年
度
は
調
査
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
新
た
な

観
光
施
設
整
備
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
の
中
で
「
道

の
駅
」
と
し
て
整
備
を
進

め
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

多
く
、
新
た
な
観
光
施
設

は
「
道
の
駅
」
登
録
を
前

提
と
し
て
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

取
得
用
地
使
途
は

　

取
得
し
た
用
地
は
す
べ

て
「
道
の
駅
」
と
し
て
利

用
す
る
の
で
す
か
。

答　
「
道
の
駅
」
を
優
先

的
に
整
備
し
、
残
っ
た
用

地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
使
途
を
検
討
し
ま
す
。

◆
㈱
奥
中
山
高
原
リ
ゾ
ー

ト
公
社
経
営
状
況
報
告

　

先
期
に
お
い
て
は
、
早

め
の
降
雪
か
ら
比
較
的
順

調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

ス
キ
ー
事
業
で
し
た
が
、

多
く
降
り
す
ぎ
た
雪
が
除

雪
に
係
る
人
件
費
や
燃
料

費
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
、

さ
ら
に
は
週
末
の
荒
天
が

報
告経営

状
況
報
告
ほ
か

入
場
者
の
伸
び
を
妨
げ
る

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
宿
泊
事
業

や
仕
出
し
事
業
な
ど
も
伸

び
悩
み
、
４
７
８
万
６
千

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償

　

損
害
賠
償
の
額
が
50
万

円
以
下
の
た
め
、
専
決
処

分
し
た
も
の
で
す
。

賠
償
額　

 

44
万
８
８
７
円

　平成23年３月11日に発生した東京電力㈱原子力発電所事故
の放射性物質による影響対策に要した費用について、和解案が
提示され、和解しようとするものです。（賠償額380万円）

　平成31年３月31日をもって紫波、稗貫衛生処理組合が解散
することに伴い、岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数を減少させるとともに組合規約の所要の整備を行う
ものです。

一戸字上野82番地５ほか、土地38383.15㎡、建物929.66㎡
相手方　東京電波株式会社
取得金額　1500万円

　一戸町保健福祉支援ハウスは、用途廃止していることから、
条例を廃止しました。

　歳入歳出それぞれ４億2735万６千円を増額し、総額をそれ
ぞれ82億1510万円としました。主な内容は次ページの表のと
おりです。

　歳入歳出それぞれ16万６千円を増額し、総額をそれぞれ１億
4164万９千円としました。
・主な内容　後期高齢者医療保険基盤安定負担金

損害賠償の額を定め和解することについて

岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて

財産の取得について（東京電波株式会社一戸工場跡地取得）

一戸町保健福祉支援ハウス条例を廃止する条例の制定について

平成30年度一戸町一般会計補正予算（第６号）

平成30年度一戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

消費税10％増税の中止を求める請願書

消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書の提出について

表の見方：「○」は賛成、「●」は反対、「－」は採決に加わらなかったことを表します。
　　　　　上山議長は賛否が同数などの場合にのみ採決に参加します。これ以外は採決に参加しません。

議案番号

議案第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

請願第４号

発議案第１号

件名と主な内容

上

山

文

雄

中

瀬

春

英

田

村

繁

幸

菅

野

敦

子

駒

木

二

郎

山

下

正

勝

上

　平

　栄
一
郎

峠

　
勇

男

柴

田

正

三

田

頭

健

造

小
野
寺

　美

　登

仁
昌
寺

　泰

　夫

田

中

新

吉

山

舘

章

子

12 月定例会　

復旧工事に本格着手
平成 30年８月豪雨災害　

 　12 月定例会を 12 月６日から 12 日まで７日間の日程で開催しました。　　　　　　　　　　   

　定例会では、報告２件、議案６件が提案され、審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。

　一般質問には４人の議員が登壇し、町政の諸課題について町の姿勢をただしました。　　　　   

　請願・陳情（新規１件）は、常任委員会での審査を経て採択とし、意見書を国に提出しました。

新たな観光施設用地として東京電波㈱一戸工場跡地
を取得しました

 

10
月
臨
時
会
を
10
月
25
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
３
件
が

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

10
月
臨
時
会

鳥
海
地
区
に

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
設
置

質
疑
応
答

議案番号 件名と主な内容 採決結果

議案第１号

議案第２号

議案第３号

全員賛成により可決

全員賛成により可決

全員賛成により可決

購入金額　1188万円
購入先　　共立医科器械㈱（盛岡市）

物品の購入について（小鳥谷診療所用一般Ｘ線撮影装置等）

　冬期間、居宅での生活に不安のある高齢者や、年間を通して
高齢などの理由で居宅での生活が困難と認められる住民に対し
て、居室と見守りの提供を行うことにより住民福祉の向上に資
するため、高齢者等生活支援ハウスを設置し、その設置および
管理に関し必要な事項を定めました。

一戸町高齢者等生活支援ハウス条例の制定について 

　歳入歳出それぞれ234万４千円を増額し、総額をそれぞれ77
億8774万４千円としました。
・主な内容　世界遺産登録推進周辺環境整備事業

平成30年度一戸町一般会計補正予算（第５号）
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問　

町
長
就
任
か
ら
一
年

が
過
ぎ
、
厳
し
い
社
会
情

勢
の
中
、
今
日
ま
で
の
町

政
運
営
を
振
り
返
っ
て
の

所
感
を
伺
い
ま
す
。

　
　答

【
町
長
】　

御
所
野
遺

跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
取
り
組
み
や
、
国
保

財
政
の
健
全
化
な
ど
、
難

し
い
財
政
課
題
が
山
積
す

る
中
、
こ
の
一
年
間
は
特

に
町
民
・
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
町

民
・
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
方

向
性
は
お
の
ず
と
決
ま
っ

て
行
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
首
長
の
役
割
は
、
町

の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
見

据
え
、
将
来
像
を
作
り
上

げ
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
施
策
の
実
効
性

を
見
極
め
、
実
施
の
優
先

順
位
を
判
断
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
総
合
計
画
改

定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
重

な
り
、
多
様
な
意
見
聴
取

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

就任１年、所感は
多様な意見聴取できた

仁 昌 寺  泰 夫  議員

一
般
質
問

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら

小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
必
修
化
な
ど
、
学

校
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
状
況
、
並
び
に
こ
れ
か

ら
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答
【
教
育
長
】　

タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
授
業

の
展
開
に
あ
た
り
必
要
と

な
る
Wi‒

Fi
（
※
）
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
順
次
進
め
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
学
習
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
鳥
海
小
学
校
と
小

鳥
谷
小
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
Wi‒

Fi
環
境
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
Wi‒

Fi
環
境
整

備
を
更
に
進
め
、
す
べ
て

の
小
中
学
校
の
普
通
教
室

お
よ
び
特
別
教
室
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
基
盤
が
整
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
次
期
学
習

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
は

段
階
的
な
導
入
を
検
討

I C T 教 育

タブレットを利用し学習しています（小鳥谷小学校）

町の将来像を作り上げていくことが求められます

町
政
運
営

指
導
要
領
が
小
学
校
は
平

成
32
年
度
、
中
学
校
は
33

年
度
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
小
中
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
段
階
的

に
導
入
す
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問
町の未来を問う

　一般質問は、行財政全般にわたり疑問点をただし、町の所信

を求めるもので、定例会で行います。

　質問は、議員と町長が対面し、一つの質問をして一つの回答

を得る「一問一答方式」です。

　１人 50 分の制限時間内で質疑を繰り返します。

仁 昌 寺  泰 夫  議員

田 頭  健 造  議員

峠    勇 男  議員

山 舘  章 子  議員

①　これまでの町政運営の所感について

②　小中学校のＩＣＴ（情報通信技術）環境の整備

　状況について

①　一戸町地域防災計画における災害時避難行動要

　支援者名簿について

②　自主防災組織の活性化について

①　農業の振興について

②　町の職員の配置について

①　御所野遺跡の世界遺産登録に向けて

②　町の子供たちの教育について

９ページ

10ページ

11ページ

12ページ

問　

災
害
復
旧
概
要
は

　

今
回
の
災
害
復
旧
工
事

の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

対
象
地
区
、
工
事
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
町
道
】

・
沼
山
地
区

・
田
ノ
沢
地
区

・
下
地
切
地
区

・
野
磯
鶏
地
区
（
５
カ
所
）

・
西
田
子
地
区
（
２
カ
所
）

【
河
川
】

・
沼
山
地
区
（
２
カ
所
）

・
来
田
ノ
沢
地
区

・
下
地
切
地
区

・
漆
畑
地
区

・
板
山
地
区

・
柏
葉
地
区

・
前
田
地
区

・
面
岸
沢
地
区

・
西
田
子
地
区

【
農
地
】

・
小
木
田
地
区

・
野
場
地
区

・
面
岸
沢
地
区

【
農
業
用
施
設
】

・
野
場
地
区

・
田
ノ
沢
地
区

・
双
畑
地
区

・
小
滝
地
区

・
御
所
野
地
区

・
野
中
地
区

・
朴
舘
地
区

・
田
ノ
岡
地
区

今回被害にあった道路（上）と農道（下）

　※ Wi-Fi

　　ケーブルにつながずにインターネットに
　接続できる「無線 LAN」の総称。
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問　

一
戸
町
地
域
防
災

計
画
に
お
け
る
災
害
時

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
効
果
的
な
活
用
方

法
と
取
り
扱
い
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問　

平
成
29
年
度
は
要
支

援
者
の
公
開
の
意
思
表
示

の
確
認
は
10
％
で
、
何
ら

か
の
方
法
で
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
回
答
で
し

た
が
、
確
認
は
と
れ
ま
し

た
か
。

答
【
福
祉
部
長
】　

対
象

者
に
対
す
る
、
意
思
表
示

の
確
認
作
業 

は
今
年
度
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。

避難行動要支援者名簿の共有が必要です
（袋町地区自主防災組織訓練の様子）

今後も必要な人材は確保していきます

一
般
質
問

可
能
な
限
り
早
期
に
名
簿
作
成

防 災 対 策

田 頭 健 造  議員

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は

答
【
町
長
】　

町
内
会
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避

難
支
援
を
す
る
方
々
に
と

っ
て
、
災
害
発
生
時
は
も

と
よ
り
、
災
害
発
生
前
の

段
階
に
お
い
て
要
支
援
者

を
事
前
に
把
握
で
き
る
こ

と
は
地
域
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

　

可
能
な
限
り
早
期
に
要

支
援
者
本
人
か
ら
公
開
の

同
意
を
得
た
名
簿
を
作
成

し
、
避
難
支
援
関
係
機
関

な
ど
と
情
報
の
共
有
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

組織の活性化は自
主
防
災
組
織
講演会や町民セミナーなどで

問　

自
主
防
災
組
織
率
の

向
上
、
リ
ー
ダ
ー
不
足
対

策
や
組
織
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
方
策
を
伺
い
ま

す
。

答
【
町
長
】　

町
内
に
は

自
主
防
災
組
織
が
28
団
体

あ
り
、
全
世
帯
数
の
う
ち

自
主
防
災
組
織
に
参
加
し

て
い
る
世
帯
数
は
47
・
６

％
と
い
う
現
状
で
す
。

　

各
自
主
防
災
組
織
の
形

態
は
、
町
内
会
単
位
や
行

政
区
単
位
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
。
活
動
状
況
に

つ
い
て
は
、
設
立
時
か
ら

毎
年
の
よ
う
に
継
続
し
て

避
難
訓
練
や
火
災
防
御
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

団
体
が
年
々
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

な
お
、
既
存
組
織
の
活

性
化
や
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
重
要
な
施

策
と
位
置
づ
け
、
町
民
向

け
防
災
講
演
会
の
開
催

や
、
来
年
度
は
町
民
セ
ミ

ナ
ー
の
コ
ー
ス
に
も
組
み

入
れ
る
な
ど
、
災
害
に
対

す
る
備
え
と
心
構
え
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

果
樹
園
芸
に
つ
い
て

年
間
を
通
し
て
販
売
で
き

る
よ
う
な
振
興
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
道
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
助
成
す
る

施
策
を
講
じ
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

答
【
町
長
】　

果
樹
を
は

じ
め
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
を
通
年
で
販
売

す
る
こ
と
は
、
集
客
は
も

と
よ
り
果
樹
の
魅
力
を
高

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

果
樹
を
出
荷
す
る
た
め
に

は
、
多
く
の
種
類
の
果
樹

生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
消
費

者
の
好
み
や
農
家
の
意
向

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
道
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
町
が

事
業
採
択
す
る
際
は
受
益

者
が
草
刈
り
な
ど
の
簡
易

な
維
持
管
理
を
す
る
こ
と

を
条
件
に
整
備
し
て
き
ま

し
た
。
住
民
が
維
持
管
理

し
た
場
合
は
そ
の
経
費
を

支
給
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
農
林

道
の
維
持
管
理
に
係
る
経

費
の
支
給
を
引
き
続
き
行

い
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

果樹園芸の振興策は
消費者や農家の意向を聞き検討

問　

町
の
職
員
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
特

に
技
術
系
の
職
員
が
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

増
員
の
予
定
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
会
計
年
度
任
用
職

員
の
財
政
的
負
担
、
事
務

分
掌
に
つ
い
て
、
概
要
を

伺
い
ま
す
。

答
【
町
長
】　

技
術
系
の

職
員
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
１
名
採
用
し
た
こ
と
で

増
員
と
な
り
、
体
制
強
化

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
必
要
な
人
員
は
確

保
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

会
計
年
度
職
員
制
度
に

つ
い
て
は
、
制
度
の
設
計

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
財
政
的
な
負
担
は

一
人
あ
た
り
数
十
万
円
ほ

ど
増
額
の
見
込
み
で
す
。

事
務
分
掌
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
定
型
的
な
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
た
う
え

で
、
現
在
正
職
員
の
担
当

技
術
系
職
員
不
足
で
は

今
年
度
１
名
採
用

職 員 配 置

農
業
振
興

一
般
質
問

峠 　 勇 男  議員

し
て
い
る
業
務
の
一
部
を

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

も
考
え
て
い
ま
す
。
次
年

度
早
々
に
は
、
制
度
の
詳

細
を
確
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

災害に対する心構えの普及啓発に努めます
（袋町地区自主防災組織訓練の様子）
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◎
消
費
税
10
％
増
税
の
中

止
を
求
め
る
請
願

（
総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
会
）

　
▼
審
査
内
容

　

平
成
26
年
４
月
に
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
や
、
年
金
削

減
、
医
療
、
介
護
な
ど
社

会
保
障
費
の
負
担
増
、
物

価
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、

住
民
の
生
活
は
苦
し
く
な

る
一
方
で
す
。
ま
た
、
地

方
中
小
企
業
の
経
営
も
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

修学旅行先でのＰＲ活動
（一戸南小学校）

問　

御
所
野
遺
跡
の
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
体
的

な
検
証
を
行
う
部
署
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

一
般
質
問

御
所
野
事
業
推
進
室
を
設
置

御所野遺跡

山 舘 章 子  議員

検
証
担
当
部
署
が
必
要
で
は

答
【
町
長
】　

世
界
遺
産

へ
の
推
薦
を
間
近
に
控

え
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
た

め
の
準
備
で
す
が
、
今
年

度
は
縄
文
文
化
の
継
承
や

遺
跡
保
存
の
経
常
経
費
に

加
え
、
駐
車
場
の
拡
張
整

備
、
公
園
案
内
板
の
補

修
、
道
の
駅
の
検
討
な
ど

の
事
業
を
各
担
当
部
署
で

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る

取
り
組
み
の
検
証
を
行
う

部
署
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
課

内
に
「
御
所
野
事
業
推
進

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

事
業
実
施
主
体
は
あ
く
ま

で
所
管
課
ご
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
情
報
連
携
や

調
整
、
他
課
会
議
へ
の
出

席
な
ど
か
ら
進
捗
管
理
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
短
で
の
登
録
決
定
と

な
る
平
成
33
年
を
目
標
と

し
、
御
所
野
事
業
推
進
室

と
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

が
両
輪
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

自尊感情を育むには学
校
教
育 認められ自信につながる活動で

問　

全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
お
い
て
、
当
町

の
児
童
生
徒
の
「
自
尊
感

情
」
が
、
や
や
低
い
傾
向

に
あ
る
の
が
気
に
な
り
ま

す
。
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答
【
教
育
長
】　

自
尊
感

情
の
育
成
は
「
褒
め
る
こ

と
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
信
を
持
た
せ
る

こ
と
」
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
、
す
べ
て

の
小
学
校
で
「
い
ち
の
へ

ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
大
使
」
の

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
宝
や
御
所
野
遺
跡

の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と

す
る
子
供
た
ち
に
対
す
る

温
か
い
激
励
が
大
き
な
自

信
と
な
り
次
の
活
動
へ
の

意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
自
分
の

言
葉
で
表
現
し
、
そ
れ
が

他
者
か
ら
認
め
ら
れ
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
次
の

活
動
へ
の
意
欲
に
つ
な
が

る
」
活
動
は
、
子
供
た
ち

の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
し
て
、
自

尊
感
情
を
育
む
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

請
　
願

意 

見 

書

◎
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意

見
書

▼
要
望
事
項

　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
。

　いちのへ未来議会（中学生議会）は２月８日（金）、３月定例会は
２月下旬開会予定です。会期が決定後、一戸町のホームページなどで
お知らせいたします。
　議会傍聴と町ホームページでの議会中継のライブとオンデマンドを
ぜひご利用ください。
　http://www.town.ichinohe.iwate.jp/　議会中継をクリック！町ホームページのトップページ右下

い
ち
の
へ
未
来
議
会
開
催

２
月
８
日
（
金
）

　

２
月
８
日
、
中
学
生
議

員
に
よ
る
「
い
ち
の
へ
未

来
議
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
に

開
会
し
ま
す
。
議
場
で
傍

聴
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
席
に
限
り

が
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
ラ
イ
ブ
中
継
も
行

い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
詳
し
く
は
下

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

議会傍聴・議会中継をご利用ください

　

当
日
、
参
加
す
る
中
学

生
議
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
◎
は
代
表
者
）

一
戸
中
学
校
１
班

　

◎
瀧た

き
さ
わ澤　

葵あ
い

　
　

柴し
ば
た田　

羅ら
し
ん心

　
　

柴し
ば
た田　

朱あ
か
り理

　
　

関せ
き　

眞し
ん
の
す
け

之
介

　
　

小こ
も
り守　

香か

ほ穂

一
戸
中
学
校
２
班

　

◎
堺さ
か
い
だ田　

凜り
ん

　
　

柴し
ば
た田　

昇か
け
る翔

　
　

川か
わ
は
た畑　

月る

な渚

　
　

栁
や
な
ぎ
し
ま

島　

澪み
お

　
　

金か
ね
こ子　

み
は
な

奥
中
山
中
学
校

　

◎
松ま
つ
お尾　

航こ
う
き希

　
　

菊き
く
ち地　

健け
ん
た太

　
　

菅す
が
わ
ら原　

陽は
る
ひ妃

　
　

中な
か
む
ら村　

晴は
る

　
　

久く

ぼ保　

怜れ

お大　
　

こ
の
よ
う
な
中
で
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は

一
層
都
市
部
と
地
方
の
経

済
格
差
を
広
げ
る
も
の
と

な
り
、
地
方
経
済
お
よ
び

住
民
に
与
え
る
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
判
断
し
、
採
択
と
し
ま

し
た
。

世界遺産登録に向け全力で取り組みます

請願・意見書
　今期定例会には請願１件が提出され、委員会審査の後、本会議で採択されました。
また、議員発議された意見書１件は可決され、関係機関に提出されました。
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  ICT活用教育を調査
総務教育民生常任委員会所管事務調査

担当者の説明を聞く委員ら（七ヶ浜町役場）

　

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
は
人

口
約
１
万
８
千
人
、
仙
台

市
の
東
側
に
あ
る
町
で
す
。

　

そ
こ
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
や
教
職
員
の
事
務
軽
減

田 中 新 吉  委員

　

11
月
13
日
～
14
日
の
２
日
間
に
渡
り
、
総
務
教
育
民

生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
委
員
６
人
と
、
教
育
委
員
、
担
当
課
職
員

が
参
加
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
先
進
地
で
あ

る
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
と
福
島
県
新
地
町
を
視
察
し
ま
し

た
。

報告者

の
観
点
か
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
や
メ
ー
ル
な
ど

を
行
う
教
職
員
向
け
の
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
と
、
学
籍
・

出
欠
・
成
績
・
保
健
・
教

育
計
画
な
ど
の
管
理
を
行

う
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
し

た
。

　

導
入
後
の
効
果
と
し
て

は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
情
報
漏
洩
な
ど
の
リ
ス

ク
の
低
減
。

・
児
童
生
徒
の
基
本
情
報

を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で

情
報
が
各
種
帳
票
へ
反
映

さ
れ
、
業
務
の
効
率
化
が

図
ら
れ
た
。

・
各
学
校
で
異
な
っ
て
い

た
出
席
簿
な
ど
帳
票
の
様

式
の
統
一
化
が
図
ら
れ

た
。

・
町
内
の
転
校
時
の
情
報

の
や
り
取
り
が
容
易
に
な

り
、
児
童
生
徒
の
成
長
を

共
有
で
き
る
。

・
教
職
員
の
校
務
事
務
の

標
準
化
が
図
ら
れ
る
。

　　

ま
た
、
教
育
現
場
で
の

反
応
は
、
以
下
の
と
お
り

で
、と
て
も
好
評
で
し
た
。

・
情
報
を
一
元
管
理
で

き
、
帳
票
の
基
本
情
報
入

力
の
手
間
が
減
り
効
率
的

に
仕
事
で
き
る
。

・
個
別
に
メ
ー
ル
機
能
や

掲
示
板
な
ど
が
使
え
、
情

報
共
有
、
デ
ー
タ
の
や
り

取
り
が
簡
単
に
な
っ
た
。

・
出
席
日
数
の
集
計
が
容

易
に
な
っ
た
。

　　

福
島
県
新
地
町
は
人
口

約
８
千
人
、
福
島
県
浜
通

り
の
一
番
北
に
あ
る
町
で

す
。

　

そ
こ
で
は
平
成
22
年
よ

り
毎
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
発

表
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り

授
業
も
公
開
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
見
学
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
体
育
（
マ
ッ

ト
運
動
）、
理
科
、
道
徳

の
授
業
を
見
学
し
ま
し

た
。
一
人
１
台
ず
つ
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
っ
て
お
り
、

体
育
で
は
マ
ッ
ト
運
動
の

様
子
を
撮
影
し
あ
い
、
そ

の
映
像
を
見
な
が
ら
話
し

合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

タブレットは一人 1 台

動きを撮影➡

動きをみんなでチェック

（情報通信技術）
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※　交際費の主な分類
区　分 祝　金 慶事、式典、祝賀会、各種懇親会等の祝金など
祝　金 ３件 18,000円 ３件 15,000円 － － 会　費 慶事、各種懇談会等の会費
会　費 － － １件 5,000円 １件 5,000円 見舞金 病気、入院等の見舞金
見舞金 － － － － － － 弔慰金 香典など
弔慰金 １件 5,000円 － － － － 接　遇 視察来訪等の賄い、視察先へのお土産など
接　遇 － － １件 1,750円 － －

◎　平成30年10月～12月執行状況
10月 11月 12月

議長などが議会を代表し対外的な行事などへ出席する際の経費です。10月～ 12 月の執行状況をお知らせします。議
長
交
際
費

道徳の授業ではスカイプを使用

高森風力発電所の施設見学も行いました

写真右：
　　講演会の様子

ま
た
、
道
徳
で
は
、
ス
カ

イ
プ
（
※
）
で
校
外
に
い

る
人
を
交
え
て
意
見
交
換

を
し
て
い
ま
し
た
。
見
学

で
き
な
か
っ
た
他
の
小
学

校
で
も
、
算
数
、
家
庭
科
、

外
国
語
活
動
、
学
級
活
動

な
ど
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　
中
学
校
で
は
、
国
語
、

数
学
、
理
科
、
美
術
、
保

理科の実験でもタブレットを使用

健
体
育
の
授
業
を
見
学
し

ま
し
た
。
保
健
体
育
で

は
、
ス
カ
イ
プ
で
、
消
防

士
を
相
手
に
１
１
９
番
通

報
の
体
験
を
し
て
い
ま
し

た
。

中学校ではノートパソコンも使っていました

今回視察した駒ヶ嶺小学校（上）と
尚英中学校（下）

近
隣
三
町
の
交
流
を
深
め
る

三
町
議
会
議
員
協
議
会

　
10
月
22
日
、
岩
手
町
・

葛
巻
町
・
一
戸
町
議
会
議

員
協
議
会
研
修
会
が
奥
中

山
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
議
会
議
員
36
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
岩
手
県

企
業
局
技
師
長
の
朝
岡
薫

氏
を
講
師
に
迎
え
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の

現
状
と
岩
手
県
企
業
局
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
講
演
後
は
、
高
森
高
原

風
力
発
電
所
の
施
設
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　※スカイプ

　　インターネット回線を使って通話する
　電話サービスの一つ。




